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数 年 に わた り 調 査 し えた 台湾 産 蝶 類 の 食 草 と 幼生 期 の デー タ を 簡単 に 報告 する . これ ら は すべ て と れ ま で に 記載 
きれ た と と の な いも の で は ある が , 各種 ご と に 詳細 に まとめ る と と は 現状 で は む づ か し い の で , と りあ え ず 簡略 な 
報 文 を 作り , 今後 の 足がかり と し た い . ' 

な お と の 報 文 を 草 す る に あたり , 日 頃 か ら 御 指導 を 仰い で いる 九州 大 学 教授 白水 隆博 士 , 白水 教授 を 通し て ホ 
リ シ ャ ミ スジ の 食 草 タイ ワン イヌ グ ス の 同定 の 労 を あわ ずら わし た 鹿児島 大 学 初島 住 彦 教授 に 紙面 を 借り て 厚く お 礼 
申 レ 上げる . 

1. Artrophaneura horishana MATSUMOURA アケボノ アゲ ハ 

蝶 と 農 18 72): 41, 1967 に 余 清 金 氏 の 報 文 が あり , タイ ワン ウマ ノ ス ズ クサ Aristolochia shimadai 
HAyArA で 幼虫 を 飼育 , 羽化 させ て いる . 筆者 は 1966 年 7 月 17 日 , 台湾 中 部 横 貫 公路 慈 届 (2J00 m) 附近 で タイ 
ワン ウマ ノ ス ズ クサ へ の 産卵 を 観察 し た . 産卵 は Byasa 属 と 同じ く 食 草 の 葉 裏 に 数 個 か た め て 産み つけ られ る が 
新芽 の 近く へ の 産卵 を 2 例 見 た . この 産 卵 中 の 母 蝶 を 採集 し 平地 で 採卵 を 試み た が , 16 卵 を 得 た の み で 母 蝶 は 酷暑 
の た め 死 亡 , 卵 は 黒 化 を 見 た が 時 化 に は 至ら な か っ た ・. 卵 の 概 形 は ぎ ざ ぼ し 状 , 径 2.4mm, 高 さ 2.4 mm 程度 . 色 
彩 は 樽 紅色 . 

1968 年 8 月 8 日 , 嘉義 双 奮 起 湖 附 近 で 得 た 1 や より 6 卵 を 採卵 し た . 8 月 15 日 に 里 化 , 幼虫 は 陸 化 後 卵殻 を 食 
べ 順 調 な 生長 を 見 た が , 8 月 20 日 に 脱皮 , 8 月 23 日 に 不 注 意 に る 食 草 に 潜伏 し て いた クモ に 豊 撃 さ れ 全滅 し た . 

野外 観察 と 飼育 結果 お よび 余 清 金 氏 の 報 文 な どか ら 見 て 現在 の 知見 で は タイ ワン ウマ ノ ス ズ クサ が その 食 草 で 
ある . 

2 . Byasa polyeuctes termessus FRUHSTORFER オオ ベニ モン アゲ ハ 

1965 年 4 月 1 日 , 新竹 県 関 鎮 西 石光 に て 食 草 タイ ワン ウマ ノ ス ズ クサ Aristolochia shimadai に 産卵 を 観察 , 同 
年 6 月 1 日 , 南 投 県 仁愛 郷 松岡 へ 白水 教授 と 同行 し 採集 の お り 1 \ を 採集 し , 二 里 で 6 月 2 日 か ら 8 日 まで 採卵 し 
149 卵 を 得 た . 卵 は ぎ ば し 状 , 樽 赤色 . 6 月 2 日 に 採卵 し た る の は , 6 月 8 日 剛 化 , 6 月 11 日 2 令 , 6 月 14 日 3 
令 , 6 月 18 日 4 令 , 6 月 22 日 5 令 , 6 月 26 日 晴 化 , 7 月 1 日 に 羽化 . 幼虫, 遇 は 典 形 的 な ygsg 属 の 形態 を 
す . 多数 の 幼虫 を 一 緒 に 飼育 する と 共食い する と と は 他 の gygsg 属 と 同じ で ある . 

3 . Byasa febanius FRUHSTOREER タイ ワン ジャ コウ アゲ ハ 

1967 年 4 月 10 日 , 苗 栗 県 雪見 で 1 を 採集 , 4 月 18 日 桃園 県 新城 で , ポリ 袋 に 食 草 を 入れ 採卵 し た が 簡単 に 多 
数 の 卵 が と れ た . 卵 は ぎ ば し 形 , 色彩 は 樽 紅色 . 採卵 に 使用 し た 植物 は タイ ワン ウマ ノ ス ズ クサ Aristolochia 
shimadai で , 飼育 に も とれ を 使用 し た が 発育 は 良好 で あっ た . 自然 状態 に お ける 産卵 は まだ 観察 し て いな い が お そ 
らく 4. shimadai が その 食 草 で ある と と は は ほ は ぼう た が いな い .- 

4 . Chilasa agestor matsumiurae FRUHSTORFER カバ シタ アゲ ハ 

種 gges7or の 食 草 と し て ヒマ ラ ヤ で 知ら れ た クス 科 の Machilus odoratissima と 同属 の 植物 は 台湾 に も 自生 し 
て いる が , 1971 年 5 月 2 日 , 桃園 県 復興 卿 栄華 附近 で , クス 科 の クス ノ キ Cinnamomum Camphora LINNE の 葉 
上 か ら 2 令 と 思わ れる 幼虫 を 採集 し た . と の 幼虫 は 5 月 7 日 , 5 月 13 日 , 5 月 18 日 に それ ぞ れ 脱皮 し 終 令 幼 虫 と 
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Table 1. 台湾 産 4trophaneura, Byasa, Pachliopta 3 属 の 卵 の 比較 











竹 名 | 四 径 玉 高 | 縦 隆起 条 数 
Atrophaneura の 2282 2.4 mm 2.4 mm 
Byasa polyeuctes termessus 1.69—1.83 mm 1.67 一 1.76mm | 18 条 稀 に 19 条 
Byasa febanus 1.60—1.65 mm | 1.41—1.65 mm 20 条 稀 に 19 条 
Byasa alcinous mansonensis ー 1.44 一 1.52 mm 1.41 一 1.49mm  . 20 条 稀 (に 19 条 
Pachliopta aristolochiae interpositus 1.27 一 1.88 mm 1.23 一 1.33mm | 20 条 稀 に 19 条 





計 : と も に 卵 の 概 形 は ぎ ば し 状 , 色彩 は 椅 紅 公 。 


な り 5 月 24 日 に 由 化 し た Fig. 1). また 別に 3 令 お よび 4 
令 と 思わ れる 幼虫 を 同 地 に て 5 月 15 日 各 1 頭 採集 し た . 幼 
虫 の 概 形 は 2 令 時 で は 各 体 節 に 4 対 の 球状 突起 を 持ち , 色 斑 
は 光沢 の な い 烏 義 状 , 3 令 時 に は 球状 突起 は な く な り , 各 体 
人 節 に 2 対 の 短い 肉質 突起 が あら われ , 一 変 し て 光沢 の ある 鳥 
業 状 と な り , 4 令 時 に は 肉質 突起 が さら に 長く な る . 終 令 時 
と は 肉質 突起 は 3 , 4 令 時 の 貝柱 の よう な 感じ か ら 一 変 し て 
する どき さ を お びる . また 色 斑 も 鳥 美 状 を ぬけ 出 て ジャ コウ ア 
ゲハ の 幼虫 て に ちか い 黒 灰色 の 紋 を あら わし , 白色 部 は や や 緑 
を お び た 純 括 と な る . 肉質 突起 の 黒 灰 色 部 は 基部 が 赤色 で く 
ま ど ら れる が , 白色 部 分 は 純 質 . 政 は 橋 枝 状 , 第 3 ~4 腹 第 
は や や は り 出 し , 側面 より 見 る と 腹 側 に や や 絡 曲 が み られ る . 
B-3, の Av. 第 7 て 10 腹 節 は 深く くぼみ , 販 化 位置 の 小枝 を 包む な よう に 見 
Fig. 1. Chilasa agestor matsumurae える . これ は Ckilasa 属 の 映 の 特徴 の 一 つと し て 見 られ る 
CT も の で あろ ぅ ・ 色 月 は 格 枝 と 同様 で 名 休 節 に ある イボ 状 突 息 
まで クス ノ キ の 枯 枝 と 酷似 し , 野外 で は 螺 の 発見 は 難し いと 
こと で あろ う . な お 飼育 し た 虹 の 一 つ は 1972 年 4 月 15 日 に 1 \ が 羽化 し た . 
5. Chilasa epycides 777e/72O7ezzczS NEY キ ボ シ アゲ ハ 
キ ボ シ アゲ ハム の 食 草 や 虹 な ど に つい て は 禁 南 , 白水 両氏 の 報 文 に 記載 され て いる . 著者 は 1971 年 5 月 15 日 , 桃 
園 県 復 興 卿 栄華 で クス ノ キ よ り 13 個体 の 終 令 幼 虫 と 1 個体 の 4 令 幼 虫 を 採集 し た . 幼虫 は 終 令 時 に な っ て も 2 て 
3 頭 一 緒 に 葉 表 を 吐 糸 に より 厚く か た め , その 上 に 静止 する と と が 多い . その た め 葉 面 は U 字 形 と な り , 幼虫 の 
体重 の た め た だ たれ さがる ・ 老 圭 幼 虫 は 緑色 の と 褐色 の 二 種 類 が あり , 室内 飼育 の た めか 5 月 18 日 に は 8 個体 が 緑色 
か ら 和 褐色 に 変化 し た . 野外 で 採集 し た 4 令 幼 虫 は 褐色 で あっ た か ら , は た し て いつ 頃 か ら 体 色 の 変化 が 起 と る の か 
面目 い 問題 で ある 
6. Papilio nepheles chaonulus FRUHSTORFEER タイ ワン モン キア ゲハ 
1968 年 7 月 6 日 , 台東 県 知 本 で サル カケ ミカ ン Toddalia gszg が cg に 産卵 する の を 目撃 し た . 卵 は 食 草 の 葉 理 
や 新 牙 , 新 茎 に 1 個 ず つ 産 婦 さ れる . Papilio 属 特有 の 球形 卵 で , 陵 化 が 近づく と 汚点 を 生ずる . 著 令 幼虫 は 鳥 療 
状 , 終 令 で 緑色 と な り , 幼虫 令 数 は 5 令 . 踊 に は 緑色 の る の が ある と 思わ れる が , 飼育 し た も の は みな 褐色 で あっ 
な 
7. Papilio dialis androniciyts FRUHSTORFER タイ ワン カラ ス ア ゲハ 
1970 年 8 月 1 日 , 桃園 懸 復興 卿 巴 稼 (1200 m) で ハマ セン ダン Evodia glauca Mro. の 葉 上 に 静止 し て いる 蓋 
令 幼 虫 を 1 頭 採集 . 幼虫 は 鳥 開 状 , 4 令 時 と 思わ れる 頃 に 緑 と な り 第 5 腹 飾 に 白色 の 斑紋 が 1 対 , 第 4 て 7 腹 和 分 の 
亜 背 線 上 に コバ ルト 色 の 斑点 を 持つ . 幼虫 の 色彩 は カラ ス ア ゲハ に 近い . 幅 は 黄 緑 色 と な っ た が , その 概 形 は カラ 
ス ア ゲハ に 区 近い . 異な っ た 点 は 中 胸 両 側 の 張り 出し が 殆 ん ど な く , 帯 糸 の 部 分 の わずか な くびれ を 除け ば 概 形 は 姜 
形 と な る . 














10 mm 





























NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


1972 蝶 と 明 TYO TO GA (Trans. Lep. Soc. Jap.) Vol. 23, No. 1 ー 21 一 


ーー 

8 . Appias Iyncida formosana WALLACE タイ ワン シロ チョ ウ 

1969 年 8 月 18 日 , 扉 東 県 四 重 渓 で フウ チョ ウ ボ ク Capparis formosana HEMsSr. の 新 牙 に 1 個 ず つ 産 卵 す る の 
を 観察 し た . 卵 は レロ チョ ウ 科 特有 の 砲弾 型 , 幼虫 は 密 に 黒点 を よそ う . 老 熟 幼虫 に な っ て も 固い 葉 は 食べ な い の 
で 夏季 に 発生 を し た 幼虫 は , 食 草 不 足 の た め 生 存 が 困難 に な る . 

9 . Lethe verma CZ2777 の 772772 FRUHSTORFER シロ オビ クロ ヒ カ ゲ 

1970 年 8 月 1 日 , 桃園 県 復興 郷 巴 策 で ケイ チク Phyllostachys makinoi HAY. に 産卵 し て いる 填 蝶 を 観察 し た 
卵 は 食 草 の 業 裏 に 1 一 数 個 ずつ 産卵 され る . 卵 は 真珠 様 光 沢 を あら わし , 表面 に は 微細 な チリ メン 状 の し わ を 持つ . 
6 日後 に 解 化 し た 幼虫 は 良好 な 生長 を みせ た が , 不 注意 の た め 事 故 死 し た . 

10. Neope pulaha didia FRUHSTORFER アリ サン キマ ダラ ヒ カ ゲ 

1968 年 8 月 2 日, 阿里 山 て 祝 山 の 中途 約 2400m の 路傍 で , ニ イ タ カヤ ダケ Pleioblastus niitakayamensis 
Omki に 産卵 する 母 蝶 を 観察 し た . 母 蝶 は あぁ ちと ち 産 卵 位 置 を 選ん だ が な か な か 産卵 せ ず , 10 時 10 分 頃 に 地上 約 
1.5m の ニ イ タ カヤ ダケ の 葉 上 に 止ま り , 葉 裏 へ 腹部 を 深く 折り まげ て 産卵 し た . 産卵 時 間 は 1 分 25 秒 . 飛び 立 
っ た 有 母 蝶 を 採集 し , 3 個 ずつ 2 列 に 産 付 され た 淡 緑 色 真珠 様 光 沢 を 持っ た 卵 を 採集 で きた . こと の 卵 は 3 日 後 平地 に 
持ち 帰っ た が , 解 化し な か っ た . 

11. Cupha erymanthis erymanthis DRURY タイ ワン キマ ダラ 

印度 , 中 国 大 陸 南 部 で は , イイ ギリ 科 植 物 が 食 草 と し て 知ら れ て いる . 台湾 に お ける 食 草 も イイ ギリ 科 の トゲ ィ 
ヌ ツ ゲ Scolopia oldhamii HANcE で ある . 1966 年 8 月 31 日 , 新竹 懸 湖 口 郷 湖南 村 で の 観察 例 を 下記 する . 

母 蝶 は 食 樹 の 葉 上 を パタ パタ と 飛び , お も 新芽 に 1 粒 ず つ 産卵 , 葉 上 を 歩行 し な が ら 時 々 クル リ と まわ れ 右 を 
する ・ 歩行 時 に は , 尾 端 を まげ 葉 の 突出 部 や 葉脈 の ひだ に ひっ か か っ た と き に 産卵 を 行なう . 産卵 時 に は 次 を や や 
左右 に ひら き , 産卵 後 は , 再び 次 を パタ パタ と させ な が ら 葉 上 を 短 距 離 歩行 し た り , 飛ん だ り , 小枝 を くぐり 抜け 
たり し て 産卵 位置 を も と め る ・ 産卵 位置 は 葉 表 , 葉 裏 を と わな い が , いずれ の 場合 に も 葉 緑 に 近い と と ろ が 多い . 
日 兆 の あま りあ た ら な い 木 陰 の 食 樹 を 好み , 短 時 間 に 幾 度 も 産卵 を くりかえす. 産卵 時 間 は , 気温 の 高まっ た 9 時 
半 頃 か ら 昼 の 2 時 頃 ま で つづ く . 産卵 は 主として 樹 椅 を えら び , 近 緑 の ウラ ベニ ヒョウ モン モドキ が , 下 枝 の は う 
産卵 し て いる の と 対照 的 で ある . 

と の 地上 3m を 越す トゲ イヌ ツゲ の 木 よ り , 卵 と 初 令 か ら 終 令 に 至る 各 ス テー ジ の 幼虫 を 得 た . 藻 令 幼虫 は 工 裏 
(に 「 く 」 の 学 形 に 静止 し , 令 が 進む たつ れ て , 若葉 の 裏 か ら 成 長 し た 葉 の 裏 や 幼虫 の 大 き さ と ほ ば 等しい 條 っ た 葉 
陰 の 小枝 に 静止 する よう に な る . 行動 は 非常 に 活発 で , 静止 位置 に 他 の 個体 が 侵入 する と 激しく 頭 部 を 左右 に ふり 
撃退 する . 

産卵 当時 の 卵 は 乳白 色 , 2 日 目 に は 光沢 の ある 淡 緑 色 と な る . 表面 は 多数 の 六角 形 よ りな る 隆起 が あり , その 六 
角形 の 中 心 部 は く ぼ む . また その 六角 形 の 配列 は 規則 正しく 縦 隆起 条 を な し 26 条 の 隆起 を 数 える こと が で きる . 
概 型 は 育 の 低い 砲弾 型 , 径 0.76 mm, 高き 1 mm 程度 . 

申 化 位置 は 食 樹 の 小枝 , 成長 し た 葉 の 裏 . 幅 の 概 型 は タテ ハチ ョ ウ 科 の それ より も ジャ ノ メ チ ョ ウ 科 類似 し て 
お り , その 最大 貼 は 6.5~7.0 mm, 後 胸 と 第 1 腹 節 の 境界 部 は くびれ , 第 4 腹 節 に 向い 徐々 に 膨 出し , ふた た び 第 
5 腹 節 よ り 第 10 腹 節 に 向っ て 細 ま る . 側面 より 見 た 場合 , 腹 側 は 第 3 腹 節 が や や 突出 し , 次 端 と 腹 節 の 境界 部 が 
くびれ , 懸垂 器 は 体 軸 に 対し 直角 . 前 胸 , 第 3, 5, 7 腹 節 の 亜 背 線 に 各 一 対 の 鞭 状 突起 が あり 第 3 腹 節 の も の が 
最長 で 約 7.5…7 mm, 前 胸部 の は 約 6 mm, 第 5 腹 節 の も の は 5mm, 第 7 腹 節 の も の は 約 4.5 mm で ある . 中 
胸 亜 育 線上 に 顕著 な 円 雛形 の 突起 が 各 1 対 あり , 後 胸 お よび 第 1, 4, 6 腹 節 の 突起 は 微小 , 第 2 , 8 腹 節 の も の 
は や や 顕著 . また 前 次 前 端 に 両側 に 突出 する 微小 な 突起 , 背 線 上 に は 4~ 7 腹 節 の 各 境界 部 に 微小 な 突起 を 生 ず . 
































い . と の 鞭 状 突起 は 固い . 

端 の 色彩 は 全体 的 に 美しい 黄 緑 色 . 各 鞭 状 突 起 は その 基部 が 金属 性 光沢 の ある 黄金 色 , それ より 先 は 光沢 ある 赤 
色 で , て の 部 分 は 先端 に 向う に つれ て 淡色 と な り , その 汚 黄色 の 部 分 が 全長 の ほぼ 3/5 を 占め それ か ら 先 は 全長 の 
約 1/3 に わた り 黒 色 と な り , 最 先端 部 は ふた た び 汚 黄色 を 早 す る . 中 胸 , 前 次 端 , 第 2 腹 節 の 突起 の 基部 は 黄金 色 , 
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先端 は 光沢 の ある 赤色 . た だ し , 第 8 腹 侵 の 突起 は 黒色 で 基部 の み 黄 金色 . 滑 眼 部 の 突起 は 黒色 , 背面 と 近い 方 は 
紅 赤 色 , 腹面 に 近い 方 に 金色 の 小紋 が ある . 前 次 端 の 突起 後方 に 黒色 斑点 が 1 つ あ る . 前 麹 前 縁 と 次 端 に 赤 紅 色 に 
くま どら れ た 金色 の 斑紋 が あり , 前 緑 部 の も る の は 大 形 で ある . また 第 9 , 10 腹 節 の 境界 部 に 6 個 の 顕著 な 黒点 が 見 
られ る . 

羽化 前 日 は , 緑色 の 地 色 が 洒 次 黄色 味 を 増し , 内 部 の 成虫 の 斑紋 が 透視 で きる よう に な る . 

8 月 31 日 に 産卵 され た 卵 は 9 月 2 日 財 化 , 12~18 時 間 の 前 映 期 の の ち に 9 月 17 日 に 蝶 化 , 9 月 23 日 に 羽化 し 
た . 幼虫 令 数 は 5 令 で ある . 

12. Phalanta phalantha DRURY ウラ ベニ ヒョウ モン モドキ 

と の 蝶 の 食 草 に つい て は , 日 本 鱗 贅 学会 特別 報告 第 1 弓 (1965) に 白水 博士 と より シダ レ ヤ ナ ギ が 報告 され て い 
る . 私 は 他 に トゲ イヌ ツゲ Scolopia oldhamii HANCE と タイ ワン ヤナ ギ Salix warburgii 0. SEEM. の 2 種 も 
自然 状態 で 良好 な 食 草 と な っ て いる の を 観察 し て いる . また て の 種 の 幼 申 は 刺激 を 受け る と 吐 糸 し て , 急速 に 下降 
する . 幼虫 令 数 は 5 令 で ある . 上 嵐 は タイ ワン キマ ダラ に K 似 て 美しい . 

13. Neptis hylas luculenta FRUHSTORFER リュ ウキ ュ ウ ミス ジ 

日 本 で は マメ 科 植 物 を 食べ る とこ と が 知ら れ て いる が , 台湾 で る マメ 科 の カワ リバ マキ エ ハ ギ Desmodium hete- 
rophyllum DC. と クズ Pueraria thunbergiana BENTH か ら 幼 虫 や 卵 を 採集 し た . 幼虫 は 食 草 の 中 脈 先 端 を 食べ 
の と し , と これ を 吐 共 で か た め 台 座 と する . 3 令 時 に 茶褐色 と 緑 褐色 の 2 型 の 幼虫 が 観察 で きた . 幼虫 令 数 は 5 令 で 
ある . 

14. Neptis soma lutatia FRUHSTORFER タイ ワン ミス ジ 

1964 年 10 月 31 日 , 桃園 沙 楊 梅 の 雑 森林 で ウラ ジロ エノキ Trema orientalis BLUME か ら 数 頭 の 幼虫 を 得 た . 
1969 年 7 月 11 日 , 桃園 其 バ ロン で は タイ ワン エノキ Celtis formosana Hay. か ら も 幼虫 を 得 た . 1~2 令 幼虫 
は 食 樹 の 葉 の 中 脈 を 食い の と し , 吐 糸 で 補強 し な が ら 2 て 3 個所 に 工 片 や っ つづ っ て ぶら さげ る . 終 令 初 期 に は , ま 
だ こと の 中 脈 突起 を 台座 と し て いる が 終 令 後 半期 に は 工 表 中 脈 上 へ と 移る . 越冬 態 は 各 ス テー ジ の 幼 忠 . 

15. Neptis ananta taiWana FRUHSTORFER ホリ シャ ミス ジ 

1970 年 8 月 2 日 , 桃園 衣 復 興 卿 巴 稼 で 朝 の 9 時 半 頃 に 産卵 を 観察 で きた . 母 蝶 は 葉 上 に と まり 葉 縁 ま で あと すぎ ざ 
り し , 腹部 を まげ て 葉 裏 に 産卵 する . 幼虫 は 葉 の 中 脈 を の と し 葉 片 を つづ る . 食 樹 は タイ ワン イヌ グ ス Phoebe 
formosana HAY. で あっ た だ . 

















16. Neptis pryeri jucundita FRUHSTORFER ホン シン ミ スジ 

1969 年 7 月 13 日 , 桃園 騨 復興 郷 巴 策 で ニ イ タ カシ モツ ケ Spiraea morrisonnicola Hay. に 産卵 する の を 観察 
し た . 日 本 で る シモ ツケ 科 の Spiraea 属 に 含ま れる 数 種 の 植物 が 食 草 と し て 知ら れ て いる が , 産卵 位置 が 葉 表 と 
報告 きれ て いる . 台湾 産 ホ ン ミ スジ は , 母 蝶 は 小枝 に と まり 腹部 を まげ て 例外 な く 葉 裏 に 産卵 する . 幼虫 令 数 は 5 
令 , 開化 位置 は 食 樹 の 小 核 で ある . 卵 , 幼虫 , 帆 な ど は 日 本 産 の も の と 同様 で ある . 

17. Sumalia duduy jinamitra FRUHSTORFEER ムラ サキ イチ モン ジ 

1966 年 5 月 26 日 , 台北 近郊 の 陽明 山 で キダ チ ニ ンド ウ Lonicera hypoglauca MrQ. の 若葉 に 産卵 し て いる の 
を 観察 し た . 産卵 位置 は 葉 裏 で , 卵 は 緑色 の や や 低 目 の 球形 . 全面 に 六角 形 蜂の巣 状 の くぼみ が あり , 網状 隆起 部 
より 毛 状 突起 を 生ずる . 卵 径 約 1.1 mm, 高き 0.77 mm, 毛 状 突起 0.1 mm 内 外 . 幼虫 は 食 草 中 脈 先端 に 義 を 吐 
糸 で つづ り 細 長い 台座 を 伸長 する . 

18. Dichorragia nesimachys formosanys FRUHSTORFEER スミ ナガ シ 

1969 年 7 月 9 日, 桃園 懸 復興 郷 巴 稚 で ヤマ ビワ Meliosma rigida SiEB. et ZUcc. 産卵 中 の 母 蝶 を 観察 し た . 
と の 植物 は 日 本 産 亜 種 の . z. nesiotes の 食 草 の ひと つ で ある . 針 は 食 草 葉 裏 の 中 脈 近 くに 1 個 ず つ 産 卵 さ れる . 
若 令 幼虫 は 中 版 先 端 に か み 切 っ た 葉 片 を 吐 糸 で つづ り 人 台座 と する . と の 台座 に は 工 片 で つづ っ た カー テン を ぶら さき 
げ る . 幼虫 は 好 ん で 台座 の 下部 に 位置 し , 刺激 を あたえ る と 頭 , 尾部 を そり 返し 逆 U 字 形 と な る . 幼虫 令 数 は 5 令 
で ある . 卵 は 円 色 16 本 の 縦 隆起 条 が ある . 
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Summary 


The author reported some notes on immature stages and the food-plants of 18 species of Formosan 
butterflies. Food-plants observed by him are as follows. 
Atrophaneura horishana MATSUMURA 
Byasa polyeuctes termessus FRUHSTORFER | aristolochia shimadai HAYATA (Aristolochiaceae) 
Byasa febanus FRUHSTORFER 
Chilasa agestor matsumurae FRUHSTORFER 
Chilasa epycides melanoleucus NEY 
Papilio nepheles chaonulus FRUHSTORFER Toddalia asiatica (LINNE) LAM. (Rutaceae) 


\Cinnamomum camphora LINNE (Lauraceae) 


Papilio dialis andronicus FRUHSTORFER Evodia glauca MiQ. (Rutaceae) 

Appias lyncida formosana WALLACE Capparis formosana HEMSL. (Capparidaceae) 
Lethe verma cintamani FRUHSTORFER Phyllostachys makinoi HaY. (Bambusaceae) 
Neope pulaha didia FRUHSTORFER Pleioblastus niitakayamensis OHKI (Bambusaceae) 
Cupha erymanthis erymanthis DRURY Scolopia oldhamii HANCE (Flacourtiaceae) 


な 1 
hl Sd DR 1 oldhamii HANCE (Flacourtiaceae) 


Salix warburgii O. SEEM. (Salicaceae) 
Desmodium heterophyllum DC. (Papilionaceae) 
2 thunbergiana BENTH (Papilionaceae) 
Trema orientalis BLUME (Ulmaceae) 
1 formosana HAY. (Ulmaceae) 


Neptis hylas luculenta FRUHSTORFER 


Neptis soma lutatia FRUHSTORFER 


Neptis ananta taiwana FRUHSTORFER Phoebe formosana HAY. (Lauraceae) 
Neptis pryeri jucundita FRUHSTORFER Spiraea morrisonnicola HAY. (Spiraeaceae) 
Sumalia dudu jinamitra FRUHSTORFER Lonicera hypoglauca MiQ. (Caprifoliaceae) 


Dichorragia nesimachus formosanus FRUHSTORFER Meliosma rigida SIEB. et ZUcc. (Sabiaceae) 
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ナガ サキ アゲ ハ Papilio memnon は 各種 の ミカ ン 類 (Citrus spp.) お よび カラ タチ を 食 草 と する と と が 知ら れ 
て いる が , キン カン Fortunella japonica var. margarita MAKINO を 食べ る 記録 も な く , また 私 自身 で も キン 
カン を 野外 で 食べ る と と を 確認 し た の は アゲ ハ と クロ アゲ ム ハ の 2 種 で で 。 ナガ サキ アゲ ハ が こと れ を 食べ る の は 見 た と 
と が な か っ た . 

1971 年 6 月 7 日 , 福岡 市 六本松 の 九 大 教養 部 構内 で 鉢 丁 の キン カン の 葉 上 に ナガ サキ アゲ ハ と 思わ れる Papilio 
属 の 2 令 幼虫 2 頭 を 発見 し た の で , 確認 の た め シ ャ ー レ (4 令 ま で ) お よび 飼育 箱 (5 令 ) で キン カン を 与え て 飼 
育 し ナガ サキ アゲ ハ を 羽化 させ る と と が で きた の で , ナガ サキ アゲ ハ の 自然 状態 の 食 草 の 一 つと し て キン カン を 報 
告 し た い . 1 頭 は 7 月 1 日 最 化 , 7 月 11 日 羽化 , 他 の 1 頭 は 7 月 5 日 疫 化 , 7 月 16 日 羽化 と も に で あっ た . 
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